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・	全PYは、ピア・ラーニングセッションの各セッショ
ンにおいて、オーガナイザーあるいは参加者とな
る。オーガナイザーとなるのは一人最大１セッショ
ンとする。

・	ピア・ラーニングセッションは、オーガナイザーが
これまで勉強してきたこと又は経験してきたこと等
について参加青年と共有し議論する活動として、次
のことを目的として実施する。
【オーガナイザー】
-	 自らの考えや経験等を伝えることによりプレゼン
テーション能力を高めること

-	 ピア・ラーニングセッションの企画・立案から実
施、参加者からのフィードバックまでの一連のプ
ロセスを経験することによりプロジェクトの遂行
能力を高めること

【参加者】
-	 オーガナイザーの考えや経験等が共有されること
でお互いのバックグラウンドをより深く知ること
ができること

-	 オーガナイザーの運営方法からワークショップや
ディスカッションの効果的な実施方法を学ぶこと

-	 評価及び価値のあるフィードバックができるよう
になること

・	セッションの内容は、オーガナイザーが過去または
現在で取り組んでいる研究や活動から得られた経験
及び知見のほか、オーガナイザーの自国の活動報告
で各国へ発信し共有したいと希望するものとする。

・	事業の趣旨に反するものとならないよう留意し、内
容を確認のうえ各国２～３のピア・ラーニングセッ
ションを計画して提出する（合計で、最少22、最多
33のピア・ラーニングセッション）。

・	オーガナイザーはセッションのテーマ内容につい
て、自らの経験及び知見を共有するに当たり、学術
的な内容から日常生活に即した内容まで多角的な視
点からアプローチすること。その場合、オーガナイ
ザーはセッション内容を深めるために、テーマ内容
に関連する調査及び研究が必要であるが、専門家で
ある必要はない。

・	各セッションは、オーガナイザーが参加者と協力し
て運営する。

・	ピア・ラーニングセッションは、ワークショップ方
式、講義方式、ディスカッション方式、その他、
セッションのテーマに適した効果的な方法を選択し
実施する。

・	オーガナイザーは、参加者の好奇心を刺激し、セッ
ションに参加する経験がより良いものとなるように、
相互に交流や対話を行うなど、クリエイティブな
セッション内容になるよう心掛けて計画すること。

・	活動時間（75分）の内容は、(1) 活動（60分）、(2) 
参加者からのフィードバック（15分）とし、「(2) 参
加者からのフィードバック」では、参加者からセッ
ションの運営や内容について、主に、オーガナイ
ザーが何を継続し、どういった改善が必要かという
観点からフィードバックを受ける。

・	オーガナイザー以外の参加者は、当日参加したいピ
ア・ラーニングセッションに自由に参加することが
できる。

・	参加青年は、セッションI, II, III全ての参加を必須と
し、各回終了後のフィードバックアンケートに必ず
回答しなくてはならない。

第４章　ピア・ラーニングセッション

1 ピア・ラーニングセッション概要
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第４章　ピア・ラーニングセッション

* 
B：
ブ
ル
ネ
イ
、
C：
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
I：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
J：
日
本
、
L：
ラ
オ
ス
、
M
a：
マ
レ
ー
シ
ア
、
M
y：
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
P：
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
S：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
T：
タ
イ
、
V：
ベ
ト
ナ
ム

(1
) ピ

ア
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

I（
令

和
３

年
12

月
５

日
）

国
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
題
名

主
催
者
*

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標

活
動

1
カ
ン
ボ
ジ
ア
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教

育：
挑
戦
、機
会
、解
決

C
41
, C
42
, C
43
, C
71
, C
72
, 

C
73
, C
92

コ
ロ
ナ
禍
に
生
じ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の
共
通
す
る
課
題
を

参
加
者
に
共
有
し
て
教
育
の
革
新
を
促
し
、
将
来
の
方

向
性
へ
の
良
い
影
響
を
提
起
す
る
こ
と

・
	カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
概
要
説
明（
コ
ロ
ナ
禍
前
、

及
び
コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
シ
ス
テ
ム
）

・
	コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
の
課
題
と
機
会

・
	解
決
策

2
イン
ド
ネ
シ
ア

摩
訶
不
思
議！
あ
な
た
を

と
り
こ
に
す
る
独
特
な
イ

ンド
ネ
シ
ア
の
伝
承

I1
2,
 I
22
, I
31
, I
41
, I
51
, I
62
, 

I7
1,
 I
83
, I
92

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
要
な
島
々
を
め
ぐ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア

ー
を
通
じ
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
化
、
料
理
、
観
光
を
参

加
者
に
紹
介
す
る
こ
と

・
	主
催
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
身
の
州
の
特
別
、
ま
た
、
独
特
な

も
の
に
関
し
て
の
説
明
を
行
う
。

3
日
本

オ
ノ
マ
ト
ペ
で
表
現
し
よ

う！
J1
1,
 J
12
, J
13
, J
93

ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
を
設
け
、シ
ア
タ
ー
・
ゲ
ー
ム
や
A
S
E
A
N
各
国
及
び
日

本
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
言
語
の
多

様
性
を
学
ぶ
こ
と

・
	導
入（
ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
）

・
	シ
ア
タ
ー
・
ゲ
ー
ム（
表
現
ク
イ
ズ
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
）

・
	オ
ノ
マ
ト
ペ
・
ゲ
ー
ム（
オ
ノ
マ
ト
ペ
・
ク
イ
ズ
と
表
現
）

・
	デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
独
特
な
表
現
の
例
）

・
	ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
克
服
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
表
現
を
活
用
で
き
る
か

4
ラ
オ
ス

ラ
オ
ス
へ
の
安
全
な
旅

の
ヒ
ント
～
観
光
地
、文

化
、マ
ナ
ー

L
62
, L
63
, L
81
, L
91
, L
93

様
々
な
タ
イ
プ
の
ラ
オ
ス
の
観
光
（
1.
 自
然
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
、
2.
 文
化
、
歴
史
、少
数
民
族
の
生
活
様
式
を
た
ど
る

観
光
、な
ど
）を
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
準
備
し
、
紹
介

す
る
こ
と

・
	ラ
オ
ス
や
観
光
地
に
つ
い
て
の
説
明
、
ラ
オ
ス
北
部
・
中
部
・

南
部（
メ
コ
ン
川
の
宝
石
）の
ビ
デ
オ
上
映

・
	ラ
オ
ス
に
お
け
る「
し
て
良
い
こ
と
、
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
」

・
	問
い
か
け（
ラ
オ
ス
の
ど
こ
を
訪
れ
た
い
か
、
ま
た
そ
の
理

由
）

5
マ
レ
ー
シ
ア
トラ
ナ
ム
織
り

M
a3
3,
 M
a5
2,
 M
a6
3,
 M
a8
2,
 

M
a8
3

マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ン
ド
文
化
で
あ
る
ト
ラ
ナ
ム（
縁
起
物
の

吊
り
下
げ
型
の
飾
り
）を
紹
介
し
、マ
レ
ー
シ
ア
の
多
民
族

文
化
に
つ
い
て
知
る
こ
と

・
	説
明（
イ
ン
ド
文
化
、
ト
ラ
ナ
ム
と
は
何
か
）

・
	実
践（
ト
ラ
ナ
ム
織
り
と
装
飾
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
縁
起

の
良
い
ト
ラ
ナ
ム
体
験
を
共
有
）

2
ピ

ア
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

一
覧
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国
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
題
名

主
催
者
*

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標

活
動

6
ミ
ャ
ン
マ
ー
ミャ
ン
マ
ー
の
伝
統
衣
装

（
ロ
ン
ジ
ー
）

M
y1
1,
 M
y1
2,
 M
y1
3,
 M
y3
1,
 

M
y6
2,
 M
y6
3,
 M
y7
1

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
伝
統
衣
装
（
ロ
ン
ジ
ー
）を
知
る
こ
と
。４

つ
の
時
代
に
お
け
る
ロ
ン
ジ
ー
の
変
化
及
び
人
々
が
文
化

を
大
切
に
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
に
対
応
し
て
き
た

か
を
伝
え
る
こ
と
。
自
国
の
文
化
を
尊
重
し
て
い
く
こ
と
は

青
年
の
手
に
か
か
っ
て
い
る
と
伝
え
る
こ
と
。

・
	説
明

・
	デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
	発
表

7
フ
ィ
リ
ピ
ン
リー
ダ
ー
シ
ッ
プ・
サ
ー
ク
ル

（
影
響
を
与
え
る
道
筋
：

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
促
進
、ア

ド
ボ
カ
シ
ー
の
発
展
）

P
93

４
つ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
サ
ー
ク
ル
（
1.
 自
分
自
身
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
2.
 他
者
と
の
間
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
3.
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
4.
 社
会
で
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
）を
共
有
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
・
サ
ー
ク
ル
は
、自
身
の
人
生
の
大
い
な
る
目
的
を
見

つ
け
る
こ
と
に
影
響
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
重
要
な
変
化
を

生
み
出
す
。

・
	参
加
者
の
経
験
に
基
づ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
定
義
す
る
。

・
	４
つ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
サ
ー
ク
ル
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン（
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
青
年
育
成
計
画
、
S
D
G
s、
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
関
連
す
る
そ
の
他

の
青
年
計
画
な
ど
と
、
個
人
の
経
験
を
関
連
付
け
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
。）

・
	シ
ェ
ア
リ
ン
グ

8
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ス
タ
ート
ア
ッ
プ・
エ
コ
シ
ス

テ
ム

S
52
, S
62
, S
92

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
活
気
の
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
要
因
を
、
個
人
、
対
人
、
グ
ル
ー
プ
、

シ
ス
テ
ム
、
社
会
全
体
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
体
系
的
に

調
べ
る
こ
と

・
	個
人
：
青
年
の
起
業
家
へ
の
門
出

・
	対
人
：
ひ
ら
め
き
や
他
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
成
功
に
お
い
て
、
い
か
に
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
か

・
	グ
ル
ー
プ
：
初
期
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト

・
	シ
ス
テ
ム
：
資
金
調
達
、
政
策
や
法
令
、
教
育
な
ど
、
国
レ

ベ
ル
の
要
因

・
	社
会
全
体
の
シ
ス
テ
ム
：
成
功
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は

世
界
的
に
成
長
す
る
た
め
、
世
界
規
模
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
イ
ン
フ
ラ
や
課
題
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

9
タ
イ

持
続
可
能
な
将
来
の
た

め
に
責
任
感
を
も
っ
た

消
費
者
に
な
ろ
う

T
82

我
々
の
消
費
行
動
や
具
体
的
な
製
品
に
つ
い
て
、
見
落
と

さ
れ
、
認
知
さ
れ
て
い
な
い
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

・
	導
入（
よ
く
購
入
す
る
も
の
、
対
、
日
常
生
活
で
本
当
に
必

要
な
も
の
）

・
	情
報
共
有（
私
た
ち
の
消
費
行
動
の
影
響
）

・
	デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
可
能
な
限
り
最
も
持
続
可
能
な
方

法
で
製
品
を
購
入
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
や
り
方
が
あ
る
か
、

私
た
ち
の
欲
求
を
抑
え
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
）

10
ベ
ト
ナ
ム

ベト
ナ
ム
料
理：
ヴ
ィー
ガ
ン

（
完
全
菜
食
主
義
）

V
11
, V
12
, V
22
, V
23
, V
73
, 

V
82
, V
91

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
食
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
料
理
に
つ
い
て
学
び
、

ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
の
魅
力
や
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
食
の
効
能
や
奥

深
さ
へ
の
気
づ
き
を
得
る
こ
と

・
	ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
世
界
の
紹
介

・
	新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
食

・
	ヴ
ィ
ー
ガ
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
：
ベ
ト
ナ
ム
料
理
に
お
け

る
私
た
ち
の
提
案
、
ラ
イ
ブ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
・
シ
ョ
ー
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(2
) ピ

ア
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

II（
令

和
３

年
12

月
12

日
）

国
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
題
名

主
催
者
*

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標

活
動

1
ブ
ル
ネ
イ

青
年
の
視
点
：自
覚
し
、

意
識
し
て
生
き
る

B
33

自
覚
し
、
意
識
し
て
生
き
る
決
意
を
理
解
す
る
こ
と
。
各

国
の
成
功
事
例
を
探
る
こ
と
。
未
開
発
の
ア
イ
デ
ア
を
掘

り
下
げ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
達
成
す
る
た
め
に
拡
散
す
る
こ

と
。
参
加
者
か
ら
自
分
の
経
験
に
つ
い
て
デ
ー
タ
主
導
の

改
善
を
行
う
こ
と
。

・
	青
年
の
視
点
に
つ
い
て
導
入

・
	ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
A：

創
造
産
業
、
B：
青
年
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
）

・
	全
体
共
有

2
イン
ド
ネ
シ
ア
イ
ンド
ネ
シ
ア
料
理
の
紹

介
I1
3,
 I
21
, I
32
, I
42
, I
52
, I
63
, 

I7
3,
 I
82
, I
91

世
界
最
大
の
島
国
で
あ
り
、
多
様
な
文
化
、
言
語
、
伝
統

が
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
、特
に
食
に
お
け
る
多
様
性
を
紹

介
す
る
こ
と

・
	イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
紹
介

・
	イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
の
紹
介

・
	イ
ン
ド
ネ
シ
ア
伝
統
文
化
の
紹
介（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々

は
普
段
何
を
食
べ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
栄
養
が
あ
る
か
、
そ

し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
気
料
理
を
ど
の
よ
う
に
作
る
か
）

3
日
本

S
D
G
s達
成
に
係
る
発

酵
の
潜
在
的
可
能
性

の
探
究

J7
3,
 J
81
, J
91

我
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
改
善
し
、
環
境
を
守
る
発
酵
に

つ
い
て
の
知
識
を
伝
え
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
麴
菌
に
焦

点
を
当
て
る
。
A
S
E
A
N
各
国
の
参
加
者
と
麹
菌
の
影
響

に
つ
い
て
共
有
し
、
食
以
外
に
も
様
々
な
分
野
で
麹
菌
の

新
し
い
活
用
方
法
を
発
掘
す
る
。

・
	ト
ピ
ッ
ク
の
紹
介
、
発
酵
の
可
能
性
や
麹
菌
の
も
つ
パ
ワ

ー
の
説
明

・
	デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
	「
ど
の
よ
う
に
発
酵
技
術
と
麹
菌
を
使
え
ば
S
D
G
sを
達
成

で
き
る
か
」
と
い
う
重
要
な
質
問
を
主
催
者
か
ら
投
げ
か

け
る
。

・
	ア
イ
デ
ア
の
共
有

4
ラ
オ
ス

マ
イ
ンド
セ
ット
（
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
考
え
方
）

L
43
, L
53
, L
71
, L
73
, L
92

良
い
物
事
の
考
え
方
は
我
々
の
人
生
を
変
え
る
。
参
加
者

は
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
と
な
る
こ
と

を
学
び
、
自
分
が
ど
の
く
ら
い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
ら
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
	説
明（
1.
 ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
と
は
何
か
、
2.
 ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
考
え
方
の
良
い
影
響
、
3.
 ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
マ
イ
ン

ド
セ
ッ
ト
の
特
徴
、
4.
 ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
実
践
す
る
方
法
）

・
	お
城
テ
ス
ト（
性
格
テ
ス
ト
）

5
マ
レ
ー
シ
ア

剪
紙（
中
国
切
り
絵
）

M
a1
2,
 M
a4
1,
 M
a4
2,
 M
a8
1,
 

M
a9
1

マ
レ
ー
シ
ア
の
中
華
文
化
で
あ
る
、剪
紙
（
中
国
切
り
絵
）

を
紹
介
す
る
こ
と
。
加
え
て
、マ
レ
ー
シ
ア
の
文
化
の
多
様

性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

・
	説
明（
中
国
の
剪
紙（
中
国
切
り
絵
）
と
は
何
か
、
剪
紙
デ

ザ
イ
ン
の
種
類
）

・
	実
践
：
剪
紙
を
作
り
装
飾
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
	剪
紙
の
作
成
体
験
か
ら
の
感
想
共
有

6
フ
ィ
リ
ピ
ン

草
の
根
の
レ
ン
ズ
―
写

真
を
通
じ
て
地
域
の
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力

を
高
め
る

P
11

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
に
お
い
て
住
民
の
意
義
あ
る
参
加
を

促
す
た
め
の
、
参
加
型
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
、フ
ォ
ト
ボ
イ
ス

と
い
う
手
法
を
紹
介
す
る
こ
と

・
	フ
ォ
ト
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
説
明（
な
ぜ
写
真
な
の
か
、
フ
ォ

ト
ボ
イ
ス
の
ね
ら
い
、
地
域
開
発
で
使
用
さ
れ
る
フ
ォ
ト

ボ
イ
ス
の
事
例
、
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
成
果
事
例
）

・
	デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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国
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
題
名

主
催
者
*

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標

活
動

7
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
う
こ
そ
、我
が
家
へ

S1
3,
 S
21
, S
33
,  
S
91

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
食
と
住
を
通
じ
て
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ

ア
ル
な
体
験
を
参
加
者
と
共
有
す
る
こ
と
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
公
営
住
宅
の
概
要
に
つ
い
て
学
び
、そ
れ
が
民
族
と

文
化
の
関
係
に
ど
れ
ほ
ど
影
響
が
あ
る
の
か
理
解
を
深

め
る
こ
と
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
食
、コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
文
化

に
つ
い
て
知
る
こ
と
。

・
	シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
都
市
計
画
I（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
営
住

宅
H
D
B
と
は
、
都
市
計
画
の
理
由
、
近
隣
の
様
々
な
建
造

物
）

・
	シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
都
市
計
画
II（
様
な々
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
施
設
、

遊
び
場
、
子
供
の
遊
び
）

・
	あ
な
た
の
飲
み
物
ゲ
ー
ム（
K
op
i-
C（
砂
糖
と
練
乳
を
入
れ

た
コ
ー
ヒ
ー
）、
な
ど
）

・
	料
理
や
飲
み
物
の
紹
介

・
	近
隣
住
民
と
の
関
係
性

8
タ
イ

感
情
を
自
由
に：
自
分
自

身
を
解
放
し
人
生
を
変

化
さ
せ
よ
う

T
11
, T
12
, T
13
, T
23
, T
61
, 

T
63
, T
83

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
に
、
感
情
に
気
づ
く
力
を
高
め
る

こ
と
。
自
尊
心
や
明
確
な
考
え
方
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
、

そ
し
て
よ
り
平
和
的
な
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
。
感
情

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ツ
ー
ル
や
技
術
を
提
供
す
る
こ
と
。

・
	感
情
の
ホ
イ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
今
の
自
分
の
感
情
を

認
識
し
、
自
分
の
感
情
に
対
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
る
。

・
	感
情
を
自
由
に
す
る
技
術
、
タ
ッ
ピ
ン
グ

9
ベ
ト
ナ
ム

あ
な
た
は
い
つ
結
婚
し

ま
す
か

V
32
, V
41
, V
72
, V
81
, V
83

愛
や
結
婚
に
関
す
る
課
題
を
定
義
し
て
直
面
し
、そ
れ
ら

を
解
決
し
て
、
実
際
の
生
活
に
あ
て
は
め
、
評
価
、分
析
、

予
想
し
、セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
や
家
族
、
人
権
な
ど
に
つ
い
て

の
他
の
価
値
や
側
面
に
関
連
づ
け
る
た
め
の
基
礎
を
形

成
す
る
こ
と

・
	結
婚
の
決
定
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を
連
想
す
る
歌
に
挑

戦
・
	デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
結
婚
前
及
び
結
婚
後
の
過
程
・
考
え

方
に
影
響
を
与
え
る
要
因
や
要
素
）

・
	モ
ン
族
の「
誘
拐
婚
」
の
慣
習
や
、
ベ
ト
ナ
ム
の「
運
命
の

赤
い
糸
」の
考
え
方
を
紹
介
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第４章　ピア・ラーニングセッション

(3
) ピ

ア
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

III
（

令
和

３
年

12
月

19
日

）

国
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
題
名

主
催
者
*

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標

活
動

1
ブ
ル
ネ
イ

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
る
バ
ー

ン
ア
ウ
ト（
燃
え
尽
き
症

候
群
）を
避
け
る
方
法

B
41
, B
42
, B
44

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中
の
心
の
健
康
の
重
要
性
、ま
た
、ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
で
直
面
す
る
状
況
や
困
難
に
打
ち
勝
つ
た
め
の

戦
略
を
理
解
す
る
こ
と

・
	導
入（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
実
践
方
法
、
バ

ー
ン
ア
ウ
ト（
燃
え
尽
き
症
候
群
）と
そ
の
兆
候
）

・
	実
践（
動
画
を
用
い
て
、
ヨ
ガ
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
実
践
）

・
	共
有（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
経
験
し
た
ス
ト
レ
ス
や
不
安
に

ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
に
つ
い
て
参
加
者
間
で
共
有
）

2
カ
ン
ボ
ジ
ア
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
L
G
B
T：

L
G
B
T
に
対
す
る
ド
メ

ス
テ
ィッ
ク・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
D
V
）

C
13
, C
22
, C
51
, C
52
, C
62

L
G
B
T
へ
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
D
V
）
が

今
も
な
お
広
範
囲
に
行
わ
れ
、
特
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の

開
発
途
上
国
に
お
い
て
、
未
解
決
で
あ
る
と
い
う
懸
念
を

提
起
す
る
こ
と
。
L
G
B
T
に
対
す
る
差
別
は
、
個
人
の
問

題
だ
け
で
な
く
社
会
問
題
で
あ
る
と
い
う
気
づ
き
を
広
げ

る
こ
と
。
社
会
的
弱
者
と
し
て
の
全
て
の
L
G
B
T
の
声
と

な
る
こ
と
。

・
	投
票
や
質
問
に
よ
る
L
G
B
T
導
入

・
	カ
ン
ボ
ジ
ア
の
L
G
B
T
に
関
す
る
発
表（
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

お
け
る
L
G
B
T
に
対
す
る
D
V
の
現
状
と
概
要
、
文
献
考
察

及
び
専
門
用
語
に
つ
い
て
の
説
明
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け

る
L
G
B
T
の
権
利
、
D
V
解
決
の
た
め
の
重
要
な
課
題
や
そ

の
種
類
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）

・
	参
加
者
か
ら
各
国
の
L
G
B
T
の
状
況
を
共
有

3
イン
ド
ネ
シ
ア
イ
ンド
ネ
シ
ア
の
伝
統
ス

パ
体
験
 （
若
し々
く
、健

康
で
い
る
た
め
に
）

I1
1,
 I
33
, I
43
, I
61
, I
72
, I
81
, 

I9
3

シ
ン
プ
ル
な
動
き
で
健
康
的
な
肌
へ
と
導
き
、
伝
統
的
な

方
法
を
用
い
て
疲
労
し
た
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、エ
ネ
ル
ギ

ー
回
復
に
役
立
つ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
的
な
ス
パ
を

紹
介
し
て
、そ
の
知
識
を
得
る
こ
と

・
	導
入
：
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・

オ
イ
ル
な
ど
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
パ
の
紹
介

・
	ス
パ
の
実
践
：
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
フ
ッ
ト
・

ス
パ

・
	ま
と
め
：
ス
パ
の
効
能
、
特
に
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
オ
イ
ル
の
使
用
に
つ
い
て

4
日
本

バ
ー
チ
ャ
ル
JA
P
A
Nツ

ア
ー：
伝
統
文
化
の
可

能
性
を
求
め
て

J2
1,
 J
31
, J
32
, J
63

日
本
の
文
化
を
A
S
E
A
N
各
国
か
ら
の
参
加
者
に
紹
介

す
る
こ
と
。
各
国
の
独
自
文
化
や
伝
統
を
ど
の
よ
う
に
保

全
し
て
い
く
か
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
。

・
	発
表（
日
本
文
化
探
検
）：
食
、
芸
能
、
銭
湯
、
祭

・
	デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：
伝
統
文
化
の
後
継
者
不
足
を
解
決

す
る
た
め
の
最
善
な
方
法
は
何
か

5
ラ
オ
ス

今
こ
そ
、気
づ
く
、ケ
ア
す

る
、共
有
す
る

L
11
, L
31
, L
42
, L
61
, L
72

「
気
づ
く
、ケ
ア
す
る
、
共
有
す
る
」
。コ
ロ
ナ
禍
で
、多
く

の
人
々
が
ク
オ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ（
人
生
の
４
分
の
１
）・
ク
ラ

イ
シ
ス
で
勉
学
や
仕
事
に
悩
ん
だ
り
、社
会
的
孤
立
や
財

政
不
安
な
ど
の
困
難
に
直
面
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト（
燃
え
尽
き
症
候
群
）
や
ブ
ラ
ウ
ン
ア

ウ
ト
、う
つ
な
ど
の
心
の
健
康
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
。そ

れ
ゆ
え
、自
分
の
精
神
状
態
に
気
を
配
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。

・
	心
の
健
康
の
定
義

・
	心
の
不
調
を
も
た
ら
す
根
本
的
な
原
因

・
	パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
心
の
健
康

・
	問
い
か
け
：
悪
い
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
自
分
の
ス

ト
レ
ス
対
処
戦
略
は
何
か

・
	ス
ト
レ
ス
対
処
戦
略

・
	ア
ク
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ニ
ン
グ

・
	瞑
想
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国
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
題
名

主
催
者
*

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標

活
動

6
ミ
ャ
ン
マ
ー
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
教

育
水
準
と
雇
用
機
会
の

関
係
性

M
y4
1,
 M
y4
2,
 M
y4
3

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
若
者
に
と
っ
て
、
雇
用
機
会
に
教
育
が

与
え
る
影
響
を
理
解
す
る
こ
と
。ミ
ャ
ン
マ
ー
の
若
者
が

様
々
な
分
野
で
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
い
か
に
し
て
見
つ
け

て
い
く
か
、ま
た
、
国
全
体
の
発
展
の
た
め
に
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
教
育
水
準
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
の
か

を
学
ぶ
こ
と
。

・
	テ
ー
マ
に
関
す
る
発
表

・
	デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
1.
 良
い
職
を
得
る
た
め
に
質
の
高

い
教
育
を
得
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
、
2.
 高
い
教
育
を

受
け
て
い
な
い
人
々
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
職
の
機
会

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
3.
 高
校
や
大
学
は
、
就

職
に
向
け
て
学
生
が
準
備
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
）

7
フ
ィ
リ
ピ
ン

ボ
ー
カ
ル
・ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス：

声
の
高
さ
、速
度
、大
き

さ
、ボ
イ
ス・
テ
ク
ニ
ッ
ク

P
81

参
加
者
が
人
前
で
話
す
こ
と
に
対
す
る
恐
怖
や
不
安
を

最
小
限
に
し
、
話
し
方
や
声
の
出
し
方
の
コ
ツ
を
学
び
、

実
践
す
る
こ
と

・
	実
践（
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
感
情
）

・
	デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
1.
 対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
対
、

非
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
2.
 統
計
、
3.
 声
を
運
ぶ
）

・
	重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
共
有

8
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ス
マ
ー
ト
国
家
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
人
工
知
能

（
A
I）
に
人
間
味
を
も

た
せ
よ
う

S1
2,
 S
23
, S
42
, S
53
, S
93

ス
マ
ー
ト
国
家
や
A
Iに
関
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
知
識
や

経
験
を
共
有
す
る
こ
と
。
双
方
向
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ツ
ー

ル
を
使
用
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
義
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
お
け
る
効
果
的
か
つ
魅
力
的
な
方
法
を
共
有
す
る

こ
と
。
参
加
者
の
国
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
経
験

や
知
識
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
層
の
人
々
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
学
ぶ
こ
と
。

・
	ス
マ
ー
ト
国
家
の
包
括
性
や
、
適
切
な
ペ
ー
ス
で
進
歩
し

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
を
強
調

・
	ア
プ
リ
な
ど
の
実
例

・
	デ
ー
タ
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

9
タ
イ

M
U
T
E
L
U：
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ（
精
神
性
）が

促
進
す
る
地
域
の
経
済

ツ
ー
リ
ズ
ム

T
22
, T
31
, T
32
, T
33
, T
42
, 

T
51
, T
52
, T
53
, T
62
, T
71
, 

T
81
, T
93

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
経
済
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
、
A
S
E
A
N

各
国
と
日
本
に
お
け
る
地
域
経
済
を
強
く
す
る
た
め
の
概

念
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
。
A
S
E
A
N
各
国
と
日
本
に
お
け

る
観
光
地
を
含
め
た
観
光
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
共
同
作
成
す

る
こ
と
。
A
S
E
A
N
各
国
と
日
本
の
文
化
の
多
様
性
を
発

掘
す
る
こ
と
。
自
国
に
あ
る
信
仰
を
再
確
認
す
る
こ
と
。

・
	ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン（
参
加
者
を
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
異
な
る
ト
ピ
ッ
ク
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
）

・
	共
有（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
観
光
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
作
成
の

た
め
の
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
）

10
ベ
ト
ナ
ム

ヴ
ィナ
ゲ
ー
ム

V
11
, V
13
, V
21
, V
22
, V
31
, 

V
33
, V
51
, V
53
, V
62
, V
71
, 

V
73
, V
82
, V
91
, V
92

ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
な
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
、
日
本
や

A
S
E
A
N
各
国
の
文
化
と
の
類
似
性
を
紹
介
す
る
こ
と
。

デ
ジ
タ
ル
文
化
の
時
代
に
、ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
的
な
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
、
遊
び
の
文
化
を
保
護
し
、促
進
す
る
こ
と
。

・
	ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
ゲ
ー
ム
の
紹
介

・
	ロ
ト
・
ゲ
ー
ム
の
紹
介
と
実
演




